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　生協にいろいろ関わらせていただくようになって、女性が活き活
きと暮らしや地域を支えていることにいつも驚かされると同時に、
どこかホッと安心感を覚えます。今回も、戦前の婦人会が「平和」
を祈願していたことや、家計を支えるために活発に活動していたこ
と、そして歴史の教科書に登場する女性たちを輩出していたことに
感動しました。生活者視点で地に足のついた活動が、今後も暮らし
や地域の基盤になっていくのかなと思いました。次号は、生活者視
点が鍵となるプライベートブランドについて取り上げます。（紗）

※詳細はホームページ （ http : //kurashitokyodo.jp） をご覧下さい。
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表紙紋様「波の紋様」 
四方を海に囲われた我が国においては、様々な時代を背景として、多
様な波のデザインが誕生してきました。今回の波頭文は、戦国時代に
波の躍動感を波頭で表現した、波の紋様の内のひとつです。当時、波
には海神が宿るとも考えられ、その海神の力にあやかるために武将た
ちは波の文様を好んで用いるようになりました。この波の文様は、厳
冬の海の波頭、岩に砕けて飛び散る波しぶきをデザインしたものだと
思われます。熱い夏に汗をかきながら、厳冬の日本海を想像して、戦
国武将を心の内を推し量り、「冷・霊」を味わって下さい。
 
　　　　　　　　　　    田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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